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審 査 の 結 果 の 要 旨
　本研究は遺伝子組換え生物の関わる問題のケーススタディとして，倫理的・法的・社会的問題（ELSI），
政治的・経済的・社会的・技術的問題（PEST）の要素の重要性を認知した。人材とすべての能力の分配や
配置は，すべて新しい技術の開発のために重要である。さらに日本での基盤的経験を統合し，各国相互に運
用できる地域の規制枠組みとサイエンスコミュニケーションの発展にも有用であると考えられる。台湾の問
題点を取り上げ，これを強化する為の方策を検討し，バイオカフェを通じて日本－台湾での方策を実証した。
日本の特定集団での傾向は台湾でも対応した。特に基礎知見を持つ集団については，自由参加の討議が重視
され，情報の共有が啓蒙活動を行う上での要素であることを見いだした。また，小集団ながら要素見極めで
は，一般大衆については情報の提供が重要な要素であり，ファミリアリティーの振興に基づき，参加型の討
論が求められてくる傾向があることがわかった。
　このようなバイオテクノロジー法制の実施弱点及び現況を知らしめるための社会対話の方策両極におい
て，日本－台湾の比較は，事例だけではなく，アジア太平洋州小国での状況の理解や更なる情報の消化の為
の基盤方策を提言する上で，資するところ大であると考えられる。このような対話の要素を見極めた事やモ
ジュールとなるべき材料を見いだした事はサイエンスコミュニケーションの発展に貢献できることであり，
科学技術振興方策において，学際的なアプローチの一端を担う研究であると考えられる。
　よって，著者は博士（生物科学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
